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1. 学位授与方針（ディプロマポリシー） 

 

＜学士課程 学位授与方針＞ 

１．専門的な科学技術の力について 
技術者に必要な基礎学力と工学専門分野の知識を修得し，自然現象を科学的に理解できる。 

２．多様性ある社会の知識・理解について 
多様な人，社会及び文化に関して地球規模の観点から理解し，科学技術が社会に果たす役割を

理解できる。 
３．課題を発見し，解決する力について 

産業と社会に関する課題の発見と技術による解決へと至る過程を実践的に理解できる。 
４．協働する力について 

コミュニケーションのための基本的能力を持ち，課題解決のためにチームの一員として協働す
ることができる。 
５．技術者の持つべき態度・志向性について 

技術者としての倫理観と責任感を備え，社会の発展に科学技術を用いて貢献する意志を有し
ている。 

 
＜工学部・工学科 学位授与方針＞ 

１．専門的な科学技術の力について 
「ものづくり」社会を支える科学技術分野に関する幅広い知識，科学の進歩に対応する基礎的

な知識，並びに専門分野に関する基盤的な知識を修得している。 
２．多様性ある社会の知識・理解について 

多様な人，社会及び文化に関して地球規模の観点から理解し，科学技術や工学が社会に果たす
役割を理解できる。 
３．課題を発見し，解決する力について 

創造性に溢れた技術開発に必要な論理的思考力，分析力，説明能力を実践的基礎技能として修
得し，産業と社会に関する課題を発見し技術による解決へと至る過程を実践的に理解できる。 
４．協働する力について 

コミュニケーションのための基本的能力を持ち，課題解決のために自己の役割を理解し他者と
協調，協働してチーム活動に貢献することができる。 
５．技術者の持つべき態度・志向性について 

社会の一員である技術者として倫理観と責任感を備え，社会の発展に工学の専門知識や技術
を用いて貢献する意志を有している。 
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2. 教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー） 

 

＜学士課程 教育課程編成・実施の方針＞ 

教育課程の編成方針について 
 教養教育，基礎教育，専門教育，副プログラムを置き，学生が専門的な技術で社会の課題を解決する
ための知識，スキル，志向性を修得し，５つの能力（多様な文化受容力，複数の言語によるコミュニケ
ーション力，課題解決力，自律的学習力，デザイン力）を獲得できるよう教育課程を編成します。 
教育内容について 
 基礎教育，専門教育では，技術者としての基礎学力と専門分野の高度な知識を習得するための教育
課程を体系的に編成します。低学年次に専門分野の学修に必要な基礎科目を設置し，学年進行とともに
専門科目を発展的に学べるように科目を設置します。技術者倫理についての科目を ３年次の必修科目
として置き，技術者に必要な態度・志向性である倫理的な行動力を養成します。  
 数理・データサイエンス・AI 教育プログラムでは，低年次から高年次まで用意されている基礎科目，
専門科目，演習，実験科目の履修を通して，数理・データサイエンス・AI の知識を様々な専門分野へ
利活用する能力を修得するリテラシーレベル教育プログラムおよび応用基礎レベル教育プログラムを
置きます。  
 教養教育では，初年次教育として 1 年次に「グローバルラーニング基礎」を必修科目として置き，
１，２年次に地球規模の観点から社会の課題や多様な文化の理解力を高め，複数の言語によるコミュ
ニケーション力，自律的学習力を身につけるため， 「人文社会」「グローバル教養」「英語」科目群から
選択必修科目を，主体的に履修計画を立てて学びます。  
 副プログラムには，２年次から４年次まで，現代の地域，社会，産業が求める課題について，科学技
術の観点から探求し，文理融合の観点と統合して課題発見，解決する力を養成する科目，プログラムを
選択科目として置き，主体的な学びを広げます。 
教育方法について 
 教育課程の実施にあたり，アクティブ・ラーニング科目を初年次教育，基礎教育，専門教育，副プロ
グラムに配置し，講義，演習，実験，実習，卒業研究の多様な教育方法の科目と組み合わせて学習し，
課題解決力や探求力を養成します。  
実験，実習，PBL 科目，卒業研究ではものづくりに必要な課題の発見力，技術による課題解決方法の
探求力，自律的学習力を育成します。  
 アントレプレナーシップ科目を教養教育科目，専門科目，副プログラムに置き，地域，社会，産業の
課題を発見し，社会に貢献するための解決の道筋を探求し，技術の社会実装に必要なデザイン力とキ
ャリア観を養います。  
多文化共修型の初年次科目，グローバル教養科目，英語科目，海外派遣科目や国際協働演習科目の履修
を通して，複数の言語によるコミュニケーション力や多様な文化の受容力，課題解決力を養成し，これ
らを集中的に履修するグローバル・エンジニアコースの学習で上記の能力をより高次な段階へ導きま
す。 
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学修成果の評価について 
 各科目のシラバスで定めた評価方法及び学習・教育到達目標に対する達成度に基づいて，大学が定
めた成績評価基準に従って厳格に評価します。  
 自己の学習目標達成度を把握し主体的に計画を立てて学ぶ学修情報を提供します。 

 

＜工学部・工学科 教育課程編成・実施の方針＞ 

教育課程の編成方針について 
 １年次から４年次にかけて，工学専門分野の知識を体系的に積み重ね学習を行い， 「ものづくり」社
会の科学技術分野に必要な学力を養成します。 
 １年次においては，工学のすべての専門分野に共通する自然科学と工学の基礎知識や技術を身につ
け，主に２年次以降に専門科目の基盤的な知識を学習します。３年次以降に発展的な学びをもたらす実
習，実験科目で専門的な知識，スキルを身につけ，課題解決力を養成します。４年次には卒業研究を行
い，高度な技術者に必要な課題解決力，探求力，デザイン力を修得します。「ものづくり」には経験が
重要であり，知識の習得を座学だけに頼るのではなく，実験や PBL 科目を積極的に導入します。 
 教養教育科目では 1 年次に初年次教育科目及び「人文社会」「グローバル教養」「英語」科目群から
なる選択必修科目を置き，多様な文化，社会に対する知識と複数の言語によるコミュニケーション力
を高めます。さらに，上記，共通的なカリキュラムの履修を通じて獲得する専門的な能力に加えて，個々
の学生が興味を持っている分野の能力や多様な工学的な能力の獲得や向上ができるように，全学共通
の副プログラムや工学部独自の副専門プログラムを設けて履修を促します。専門分野ごとの具体的な履
修モデルを提示することで、副プログラムに含まれるグローバルコンピテンシーの獲得と伸長を促す
科目の履修の必要性を説明し、主体的に学習内容を選択するように指導します。 
教育内容について 
 １，２年次では学部共通教育である基礎科目，教養教育科目，興味に応じた分野横断型副専門プログ
ラムへの取り組みを開始します。２年次で主専門のコースに分かれ，主専門のコースの専門科目を修得
して専門性を高めるとともに，興味に応じて専門以外の副専門プログラムの履修を行い学びの幅を広
げます。より実践的に高い専門性を身につけたい学生に対しては，３年次から，早期研究室配属による
研究を行える機会を設けます。４年次では，主専門のコースや副専門プログラムの修了を通して学んだ
高度な技術的課題と技術の社会貢献を踏まえ，最新の技術的課題を題材として課題解決力や論理的な
思考力，表現力を養う卒業研究を実施し，課題解決力を身につけます。  
 また，数理・データサイエンス・AI についての能力の獲得については，１年次から３年次までで基
礎から専門的な科目を段階的に配置し，工学部独自の副専門プログラムとしてパッケージ化して可視
化し、履修モデルを提示することでデータサイエンス関連の科目履修を促進します。  
 教養教育では，１，２年次に地球規模の観点から社会の課題や多様な文化のあり方を理解し，複数の
言語によるコミュニケーション力，自律的学習力を身につけ，グローバル化する社会において技術者
が必要とする多文化に対する受容力，複数の言語によるコミュニケーション力，課題解決力を身につ
けます。 
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教育方法について 
 教養教育科目，基礎科目，専門科目，また副専門プログラムを構成する科目は，講義や演習，実験，
実習等さまざまな，授業形態で実施し，さらにこれらの科目には課題解決や探求学習などアクティブ・
ラーニングを取り入れたものも準備します。教育課程の実施にあたっては，これら多様な授業形態の科
目を組み合わせ，教育内容に応じた学習指導を行い，専門的な学力を身につけます。  
 アントレプレナーシップ科目や課題解決型の実習科目，実験科目及び演習科目を通して，社会実装に
不可欠な経営学の知識や実践的なアントレプレナーシップを学び，デザイン力，キャリア観を身につ
けます。  
 専門教育のアクティブ・ラーニングでは，専門的知識や技術を用いて社会の課題解決をチームで可
能にし，持続可能な文明社会を構築する人材となるためのスキルや志向性を身につけます。実習科目や
実験科目，卒業研究での学びを通して技術者にとって必要な主体的，継続的探求力を獲得します。 
学修成果の評価について 
 各科目のシラバスで定めた評価方法及び学習・教育到達目標に対する達成度に基づいて，大学が定
めた成績評価基準に従って厳格に評価します。 
 自己の学習目標達成度を把握し主体的に計画を立てて学ぶ学修情報を提供します。 
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【全学DP-学部DP-JABEE9項目-学習教育到達目標-授業科目】

学士課程DP 工学部・工学科DP JABEEにおける知識・能力の観点　9項目 化学コース分野の学習・教育到達目標 対応する授業科目 科目の位置づけ

(c) 数学、自然科学及び情報技術に関する知識
とそれらを応用する能力

(B)科学技術に対する深い知識と洞察力を持ち、これらを活用できる問題解決能力も身につ
けて、人類の幸福に貢献する「もの創り」に取り組める。（技術者としての基礎知識と学
力の形成）
1 数学、物理、情報技術に関する基礎知識を修得し、「もの創り」に応用できる。

「解析学Ａ」，「解析学Ｂ」，「線形数学Ａ」，「線形数学Ｂ」，「微分方程式」，「複
素解析学」，「統計学」，「物理学Ⅰ」，「物理学ⅡＡ」，「物理学ⅡＢ」，「基礎量子
力学」，「物理学・化学実験」，「情報リテラシー」，「情報PBL」，「情報処理基礎」，
「情報処理応用」， 「関数解析」，「応用幾何学」，「計画数学」，「応用代数学」，
「コンピュータ解析Ⅰ」，「コンピュータ解析Ⅱ」，「統計力学」，「量子力学Ⅰ」

数学，自然科学，情報工学の基礎科目を，
数理・データサイエンス・AIの知識を利活
用可能な技術者を目指すためのMDASHプロ
グラムとして設定し，学部共通科目として
質の保証を行う。

(d) 当該分野において必要とされる専門的知識
とそれらを応用する能力

(B)科学技術に対する深い知識と洞察力を持ち、これらを活用できる問題解決能力も身につ
けて、人類の幸福に貢献する「もの創り」に取り組める。（技術者としての基礎知識と学
力の形成）
2 有機化学，無機化学，物理化学，化学工学などの体系的な専門知識を修得し、「もの創
り」に応用できる。

「化学Ⅰ」，「化学Ⅱ」，「応用化学基礎」，「物理化学Ⅰ」，「物理化学Ⅱ」，「有機
化学Ⅰ」，「有機化学Ⅱ」，「化学工学Ⅰ」，「化学工学Ⅱ」，「無機化学Ⅰ」，「無機
化学Ⅱ」，「有機化学Ⅲ」，「物理化学Ⅲ」，「反応有機化学」，「有機機器分析」，
「高分子合成化学」，「生物有機化学」，「化学工学Ⅲ」，「無機化学Ⅲ」，「物理化学
ⅣＡ」，「物理化学ⅣＢ」，「物理化学Ⅴ」，「分析化学」，「生物物理化学」

数学，自然科学及び情報技術の発展的科目
を設けるとともに，各分野における専門知
識に関する理解を深化させるための専門科
目及び応用科目を設ける

2．多様性ある社会の知識・理解について
・多様な人、社会及び文化に関して地球規模
の観点から理解し、科学技術が社会に果たす
役割を理解できる。

2．多様性ある社会の知識・理解について
・多様な人、社会及び文化に関して地球規模
の観点から理解し、科学技術や工学が社会に
果たす役割を理解できる。

(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力
とその素養

(A)「技術に堪能なる士君子」にふさわしい深い素養と豊かな個性をもち、未来社会の創造
に貢献できる。（技術者としの基本的思想と人格形成）
1 幅広い学問的基礎と、調和のとれた人間性をもとに、人類社会の課題を見いだし、解決
法を提案できる。

人文社会系科目，グローバル教養科目（人文社会系），教養教育選択科目（人文社会
系），「物質理工学入門」，「工学総合入門」，「工学概論Ａ」，「工学概論Ｂ」，「生
命体工学概論Ａ」，「生命体工学概論Ｂ」

グローバル化が加速する社会に対応する語
学力、スキル、課題解決能力、コミュニ
ケーション力等を備えた技術者を養成する
ための GCE科目を設ける。

3．課題を発見し解決する力について
・産業と社会に関する課題の発見と技術によ
る解決へと至る過程を実践的に理解できる。

3．課題を発見し解決する力について
・創造性に溢れた技術開発に必要な論理的思
考力、分析力、説明能力を実践的基礎技能と
して修得し、産業と社会に関する課題の発見
し技術による解決へと至る過程を実践的に理
解できる。

(e) 種々の科学、技術及び情報を活用して社会
の要求を解決するためのデザイン能力

(B)科学技術に対する深い知識と洞察力を持ち、これらを活用できる問題解決能力も身につ
けて、人類の幸福に貢献する「もの創り」に取り組める。（技術者としての基礎知識と学
力の形成）
3 修得した知識に基づいて未知の課題を見いだし、その解決手法をデザインして、自発的
に実験や研究などを計画・実行できる。

「物理学・化学実験」，「応用化学自由研究」，「応用化学実験Ⅰ」，「応用化学実験Ⅱ
Ａ」，「応用化学実験ⅡＢ」，「応用化学実験Ⅲ・PBL」，「応用化学実験Ⅳ」， 「理数
教育体験」，「卒業研究」

学年進行に合わせて発展・深化させた問題
解決型の演習科目を設けるとともに，最新
の技術的課題を題材にして問題解決力や論
理性を養うための卒業研究を実施する。

(f) 論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコ
ミュニケーション能力

(C)国際性と自立性に富む技術者として、他者と協働しながら、技術と人類社会や地球環境
との調和に貢献できる。（国際性、自立性、協働性）

2 日本語や外国語を用いて、論理的な記述、プレゼンテーション、およびコミュニケー
ションを行うことができる。

「グローバルラーニング基礎」，英語科目，グローバル教養科目（第２外国語），教養教
育選択科目（言語系），「科学英語Ⅰ」，「科学英語Ⅱ」，「応用化学自由研究」，「応
用化学実験Ⅲ・PBL」，「応用化学基礎研究Ⅱ」，「理数教育体験」，「卒業研究」

論理的記述力，及び，プレゼンテーション
力を涵養する授業及び演習科目を設けると
ともに，学年進行に合わせて段階的に発
展・深化させた実習科目，実験科目及び演
習科目を設ける。

(i) チームで仕事をするための能力
(C)国際性と自立性に富む技術者として、他者と協働しながら、技術と人類社会や地球環境
との調和に貢献できる。（国際性、自立性、協働性）
3  国内外の技術者や関係者と協力しあって、課題の解決をめざすことができる。

「グローバルラーニング基礎」，「物理学・化学実験」，「応用化学自由研究」，「応用
化学実験Ⅰ」，「応用化学実験ⅡＡ」，「応用化学実験ⅡＢ」，「応用化学実験Ⅲ・
PBL」，「応用化学基礎研究Ⅱ」，「応用化学実験Ⅳ」，「海外研修I」，「海外研修
II」，「海外インターンシップ実習I」，「海外インターンシップ実習II」

チームで実施する実習科目，実験科目及び
演習科目を設けるとともに，専門的知識や
技術を用いて地域社会の問題解決を可能に
する地域創生人材を養成するための演習科
目を設ける。

(b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及
び技術者の社会に対する貢献と責任に関する理
解

(A)「技術に堪能なる士君子」にふさわしい深い素養と豊かな個性をもち、未来社会の創造
に貢献できる。（技術者としの基本的思想と人格形成）
2 技術者としての倫理性を備え、社会的責任を果たすために自主的に問題を設定し、その
解決方法を追求することができる。

「工学倫理」，「工学と環境」，「安全工学」，「知的財産権」，「インターンシップ実
習」，「見学実習」，「機能性材料化学」，「応用化学基礎研究Ⅱ」，「卒業研究」，
「産業人材形成概論A」，「産業人材形成概論Ｂ」

社会的な課題と科学技術との関連を理解す
るための基礎となる科目を情報技術者科目
として設けるとともに，技術者が備えるべ
き職業倫理を涵養するための授業及び演習
科目を設ける。

(g) 自主的、継続的に学習する能力

(B)科学技術に対する深い知識と洞察力を持ち、これらを活用できる問題解決能力も身につ
けて、人類の幸福に貢献する「もの創り」に取り組める。（技術者としての基礎知識と学
力の形成）
4 新しい知識を自主的・継続的に吸収し、課題の解決に役立てることができる。

「応用化学基礎」，「物理化学Ⅰ」，「物理化学Ⅱ」，「有機化学Ⅰ」，「有機化学
Ⅱ」，「有機化学Ⅲ」，「化学工学Ⅰ」，「化学工学Ⅱ」，「無機化学Ⅰ」，「無機化学
Ⅱ」 ，「物理化学Ⅲ」 ，「卒業研究」

与えられた課題に対して、主体的な取り組
みを求める実習科目，実験科目及び演習科
目を設けるとともに，自主的かつ継続的な
取り組みを必要とする卒業研究を実施す
る。

(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進
め、まとめる能力

(C)国際性と自立性に富む技術者として、他者と協働しながら、技術と人類社会や地球環境
との調和に貢献できる。（国際性、自立性、協働性）
1 資源、エネルギー、および環境の重要性を深く認識し、これらと調和する「もの創り」
を志向 することができる。

「工学と環境」，「有機工業化学」，「反応工学」，「機能性材料化学」，「高分子機能
化学」，「応用化学基礎研究Ⅱ」

問題解決型の実習科目，実験科目及び演習
科目を設けるとともに，社会実装に不可欠
な経営学の知識や実践的なアントレナー
シップ学習を行うための授業及び演習科目
を設ける。

1．専門的な科学技術の力について
・技術者に必要な基礎学力と工学専門分野の
知識を修得し、自然現象を科学的に理解でき
る。

1．専門的な科学技術の力について
・「ものづくり」社会を支える科学技術分野
に関する幅広い知識、科学の進歩に対応する
基礎的な知識、並びに専門分野に関する基盤
的な知識を修得している。

4．協働する力について 
・コミュニケーションのための基本的能力を
持ち、課題解決のためにチームの一員として
協働することができる。

4．協働する力について 
・コミュニケーションのための基本的能力を
持ち、課題解決のために自己の役割を理解し
他者と協調、協働してチーム活動に貢献する
ことができる。

5．技術者の持つべき態度・志向性について 
・技術者としての倫理観と責任感を備え、社
会の発展に科学技術を用いて貢献する意志を
有している。

5．技術者の持つべき態度・志向性について 
・社会の一員である技術者として倫理観と責
任感を備え、社会の発展に工学の専門知識や
技術を用いて貢献する意志を有している。
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